マルチファンクショナルジョーンズマトリックスOCTの前眼および眼底の組織弁別への有用性 by Miyazawa Arata & 宮澤 新
Advantage for tissue discrimination in













氏 名            宮 澤   新       
学 位 の 種 類             博 士 （ 工 学 ） 
学 位 記 番 号          博 乙 第   ２８４７   号 
学位授与年月日          平成 ２９年 １０月 ３１日 
学 位 授 与 の要 件          学位規則第４条第２項該当 
審 査 研 究 科          数理物質科学研究科 
学 位 論 文 題 目 




          
主 査       筑波大学教授    博士（工学）           佐々木正洋  
副 査       筑波大学教授    博士（工学）            長谷 宗明 
副 査       筑波大学講師    博士（理学）            渡辺 紀生          
副 査       東京医科大学教授 博士（医学）、博士（工学） 三浦 雅博          
 
 
論    文    の    要    旨 
  
 光コヒーレンストモグラフィー(optical coherence tomography: OCT)は生体からの後方散乱を干渉計によ
って計測し断層画像を得る手法である。近年開発が進んでおり、偏光感受型 OCT (Polarization sensitive 
optical coherence tomography: PS-OCT)は散乱強度に加えて複屈折を計測することが可能になり、さらに
偏光均一性 (degree of uniformity: DOPU)、血管造影 (OCT-Angiography) の取得が可能になっている。
ジョーンズマトリックスを用いた解析によってこうした多機能を有した OCT を、マルチファンクション Jones 




































































 平成２９年 9 月２２日、数理物質科学研究科学位論文審査委員会において、審査委員全員の出席のも
と、本論文について著者に説明を求め、関連事項につき質疑応答を行った。その結果、審査委員全員に
よって合格と判定された。 
 よって、著者は博士（工学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものと認める。 
 
 
 
 
